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岡田 卓也 モデル検査を用いたペトリネット解析の一手法 
ペトリネットで記述されたシステムのもつ性質をモデル検査を用いて解析する方法を考案
し，それに基づいて動作するツールを実装した．ペトリネットの構造は Promela(モデル検査ツ
ール SPIN の記述言語)に自動変換され，SPIN によって諸性質が検査される．解析可能な性質
としては，可達性，有界性，活性，公平性，可逆性がある．これにより，システム開発の上流
工程での不具合検出が期待される． 











































千葉 裕介 組込みシステムを対象としたモデルベース開発の設計・解析法に関する研究 
 高品質な組込みソフトウェアを開発するためには，形式的手法のもつ検証性，準形式的手法









ムの一検討”, 情報処理学会シンポジウムシリーズ, Vol. 2013, No. 6, pp. 228 – 235, 2013. 
2) 高橋耶真人，福原和哉，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“プログラムの関数・変数関係の一表現法”，信学
技法, Vol. 113, No. 269, SS2013-40, pp. 49-54, 2013. 
3) 福原和哉，高橋耶真人，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“コードレビュー支援システムのための関数・変数
関係の可視化実現法”，信学技法, Vol. 113, No. 269, SS2013-41, pp. 55 – 60, 2013. 
4) 今野翔太，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“不揮発性ネットワークのための順序制御機能の検討”， 平成
25 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1F05, 2013. 
5) 岡田卓也，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“モデル検査を用いたペトリネットの解析の一手法”，平成 25
年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1E06, 2013. 
6) 中家巧貴，高橋耶真人，福原和哉，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“コードレビューのためのプログラムグ
ラフとその解析法”，電子情報通信学会 2014 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-104 
(p.4), 2014. 
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7) 齋藤大貴，新井義和，菊池康弘，今井信太郎，猪股俊光，“運転者の視線に基づく注意喚起システムのための人
物検出”，電子情報通信学会 2014 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-106 (p.6), 2014.
8) 西銘大貴，齋藤大貴，新井義和，菊池康弘，今井信太郎，猪股俊光，“運転時の注視領域抽出のための動的ヒー
トマップ”，電子情報通信学会 2014 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-105 (p.5), 
2014. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 菅原 誠，電気学会東北支部，優秀学生賞，2014 年 3 月 20 日 
2) 菅原 誠，島本 直，赤川徹朗，有村佳樹，佐藤 亮，志知謙次朗，六本木和也，ET ロボコン東北地区大会，
デベロッパー部門総合優勝，2013 年 9 月 23 日 
2.1.4. その他の活動 













【概要】ET ロボコンの PID 制御を題材に，微分積分が役立つ実例を体験する．on-off 制御だとあまり速く走れない
が，微分積分を使った PID 制御だと速く走れる理由について学ぶ． 
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(b) H25 年度 夏休みオープンラボ 
 オープンラボの概要 
 スーマートフォン，携帯音楽プレーヤー，デジタル家電，自動車，航空宇宙機器，医療機器，産業用ロボットな
どには数多くのコンピュータが組込まれており，さまざまなサービスをリアルタイムに提供している．今回のオー
プンラボでは，このように人々の暮らしを支えているリアルタイムシステムを設計・実装・検査するうえで取り組
むべき研究課題について，実習やゼミを通じて理解を深める． 
 
